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た結果、遺伝子型 107-1、1-9-1 と 2-1-1 の三つの組換えユーカリは特定網室において非組換え体より高い耐
塩性を示した。さらに、codA遺伝子のユーカリにおける耐塩性強化機構を解明するため、8ヶ月間育てて
きた組換えユーカリに対して再度耐塩性試験をおこなった。選抜された三つの遺伝子型は今回のテスト試験
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　組換えユーカリの隔離圃場試験を行うために、2008 年春 3 つの組換え遺伝子型を隔離圃場に植えた。こ
れらの植物の成長と生物多様性への影響については定期的な測定を行っている。現在のところ、組換えユー
カリは非組換えユーカリと比較して、著しい違いは認められていない。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　遺伝子組換えユーカリにおける耐塩性試験の結果、耐塩性のある組換え遺伝子型（107-1）が選抜された。
この組換え遺伝子型は各成長段階の下で非遺伝子組換え体より高い耐塩性を示した。また、codA遺伝子の
導入によってユーカリの耐塩性が強化されることがわかってきた。したがって、樹木の耐塩性を改良するた
めの有効な手段として、遺伝子組換え技術が利用できる。また、非組換えユーカリと比べて、組換えユーカ
リの生物多様性への影響に異常な変化は見られなかったので、遺伝子組換えユーカリの実用化は可能である
と考えられる。さらに、組換えユーカリは塩害地においても森林面積を増加させると期待される。
　論文の審査及び最終試験の結果、著者は博士（生物工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認
める。
